
















































































































































































































































































































　スカーセラは学習言語を (1) 言語的側面、(2) 認知的側面、(3) 社会文化・心理的側
面から構成されているとしているが、生活言語レベルから学習言語へ引き上げるた



































に測定できるのに対して、B 学力や C 学力というのは測定が難しく、詰め込みで








になってしまう。また A 学力が貧弱な状態では、B 学力は育たない。意欲や関心
が乏しいのでは、学力の伸びは期待できず、社会で力を発揮していくことも難しい。














































































































































































































































































































































































































































































1）Cummins（2013）では、“while the teaching of discrete language skills is certainly 
an important dimension of literacy instruction, it does not directly promote the 
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